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研究の背景及び目的

分子を簡便に連結するクリックケミストリーは、2022年のノーベル化学賞
の対象にもなった重要な基盤分子技術ですが、それらを自在に操り様々な機
能持つ分子を作るには精密な合成技術が必要です。我々はクリック基を複数
持ったマルチアジド分子を利用し、多種類の機能成分を精密に連結する技術
を開発しており、高度機能分子材料の簡便な創出の実現を目指しています。

期待される効果・応用分野

同一分子上の同じクリック官能基を精密にコントロールすることで、たとえば、複数の発光分子
を搭載し、多波長発光を可能にするマルチ機能性化学プローブ、また多面型デンドリマー材料な
ど、高次機能化デジタル材料や高次の医療に向けた化学プローブの迅速な創出に強く結びつき、
機能高分子材料から医療創薬まで幅広く応用が期待できます。

■ 共同研究・特許など
高度に修飾された機能性高分子材料の開発など、複雑な機能化材料を実現する技術が提供できま
す。また、こうした連結官能基の利用法に関する安全性の知見や基盤技術の提供により、創薬化
学だけでなく機能材料化学など広い分野での貢献ができれば幸いです。
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